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○課題を解決するために実践した具体的な取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成果の意義 

 

 

 

 

 

○今後の課題 

 

 

 

 

１ 実践（研究）のねらい 

（１）2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたオリンピック・パラリンピッ

ク教育を推進し、運動・スポーツへの関心を高めることで、子どもの運動習慣の定着・改善を図る。 

（２）著名なスポーツ選手によるデモンストレーションや講演から、子どもたちが自らの生き方につい 

て考えるとともに、運動や体力向上についての意欲を高める。 

１ 参加した児童・生徒や地域の方々のオリンピック・パラリンピックに対する理解が深まるととも

に、スポーツや運動に対する関心意欲が高まった。 

２ 生徒は自らの生き方について、「目標」をもつことの大切さや、「努力」を続けることの大切さを

学んだ。 

 

         

 

 

１ この企画を機会に生涯スポーツへの意識を高めるとともに、生徒の運動習慣の定着・改善を図っ 

ていく。 

２ この企画で学んだ「目標を持ち、努力を続ける」ことを、生徒の今後の生き方に活かせるよう指 

導を続ける。 

 

トップアスリートによる講演 

       ＆ 運動教室 

１ 事前学習 

（１） 生徒会保体委員会による全校生徒対象のオリンピック・パラリンピックに関するアンケート 

を実施し、その結果を公表した。このことで生徒の興味・関心を高めた。 

（２） チラシを作成し、保護者や町内全中学校や近隣小学校、町内のサッカースポーツ少年団等に配 

布したり、近隣の公共施設や民間店舗等に掲示したりして、地域・他校への啓発活動を行った。 

（３） 寄贈していただいた書籍等を活用し、生徒玄関正面に「オリパラ図書コーナー」を設置し、生 

徒の興味・関心を高めた。 

２ トップアスリートの講演及び運動教室 

（１） 元日本代表サッカー選手 岩政大樹氏を講師としてお招きし「No Pain No Gain」と題し、講演 

していただいた。当日は生徒による司会で進行した。目標をもち、どんなときでも努力を続ける 

ことの大切さをこれまでの経験を踏まえ熱く語ってくださり、聴く者に大きな感動を与えた。 

 また、会場の一角に『オリパラ・コーナー』を設置し、啓発活動を行った。 

（２）講演終了後、場所を長浦スポーツ海浜スクエアに移し、本校生徒や近隣小学生・中学生が参加

し、運動教室を実施した。岩政氏の「考えるサッカー」への熱い指導に、子どもたちは当然のこ

と、見学に来た地域の方々も新鮮な刺激を受けた。 

 

※子どもの体力向上や運動（遊び）・スポーツに進んで取り組む意欲の喚起、教員の指導力の向

上、効果的な指導、オリンピアン、地域指導者との連携等、視点を明確にして作成してくださ

い。 

※山口県レクリエーション協会との連携、大学生体育ボランティアによる体育授業・体育的行事

（昼休み運動教室等を含む）の充実、地域スポーツ指導者による指導補助、著名なスポーツ選

手（オリンピアン・パラリンピアン等元日本代表選手やプロスポーツ選手）による運動教室開

催等の円滑な活用、連携方法について工夫、留意している事項がありましたら具体的に記述し

てください。 

※令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」事業実施報告書を参考に

記入いただいて結構です。 



                                         

○ 研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリパラ図書コーナーの設置 

オリパラに関する書籍やアンケート結果等を設置した。 

 

オリパラコーナーの設置 

講演会場にオリパラに関わる資料を展示した。 

                事前アンケートでは、オリンピック・パラリンピックに対する意識が低く、スポーツや運動

に対する習慣も、個々により大きな差が見られた。 

事業後の生徒の感想から、オリンピック・パラリンピックに対する理解が深まり、スポーツ

や運動に対する関心意欲が高まったことがわかった。また、生徒は自らの生き方について、「目

標」をもつことの大切さや、「努力」を続けることの大切さを学んだことがわかる。このことは

当事業がスポーツ・運動だけでなく、子どもたちの生き方にまで好影響をおよぼした事業であ

ったことがいえる。 

オリパラ事業前後の生徒の変化 

事前アンケートと事業後の感想からわかること 

 

 

 

 

 

 

岩政大樹氏による講演 

『No Pain No Gain』 と題し講演していただいた。 

 

 

授業（活動）風景の写真など④ 

 

 

 

岩政大樹氏による運動教室 

本校生徒、近隣の小・中学生と一緒に活動した。 

 

○ 2020 年東京オリンピック・パラリンピック開催へ向け、「オリパラ図書コーナー」を常設とし、生徒会にその運用を任せ、 

オリンピック・パラリンピックの気運を高めていくとともに、スポーツ・運動への関心をさらに高めていく。 

○ 生徒の運動習慣の定着・改善を図る中で、スポーツ・運動を通して自らの生き方について考える機会を設け、心身ともに 

健全に成長していくよう様々な教育活動を活用していく。 

 

 

今後の取組について 

事業後の学校の取組の方向性 

 



                                         

 

 


